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響関係として一噌流笛方 4 名と森田流笛方 2 名の演奏分析、2）同一奏者の曲趣に応じた
吹き分けの演奏分析、3）個人様式の経時的変化として一噌流の笛方 1 名の 1987 年・1988
年・1995 年・1999 年・2004 年・2005 年の演奏分析である。
　この研究を通して、能管のあるいは日本音楽における楽譜と伝承の関わりから「音楽が
つくられた時と演奏される時」を考える可能性を探った。ここからは、以下のような基本
的な問題が浮かびあがるに留まった。すなわち、日本音楽のそれぞれのジャンルにあって
「音楽がつくられた時」とはいつのことを指すのか、楽譜をともなうジャンルにあっても
楽譜に記された時は音楽がつくられた時なのだろうか、演奏における楽譜の役割によって
「音楽がつくられた時と演奏される時」のとらえは異なってくるなどである。しかし、本
共同研究のテーマは、今後の日本音楽の伝承研究にも生かされていくものと考えている。
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